
電気リメディアル数学講座 第 13回問題 解答
問題 1 2点A(−2, 2), B(3, 4) に対しABを 2 : 3 に内分する点をP とする. Pの位置ベク

トル
−→
OP を

−→
OA,

−→
OB で表し, P の座標を求め図示せよ.
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問題 2. (1) 点A(1,−2)を通り方向ベクトル v⃗ = (2, 4) である直線を図示し, パラメータ
を tとしてベクトル方程式を求めよ.
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Pを直線上の任意の点とするとき
−→
OP =

−→
OA+

−→
AP

−→
APと v⃗は平行だから

−→
AP = tv⃗ となる実数 t がある. したがって

−→
OP =

−→
OA+ tv⃗ これがベクトル方程式

(2) P の座標を (x, y) とするとき, x, y を t で表せ.



(x, y) = (1,−2) + t(2, 4) = (1 + 2t,−2 + 4t)

したがって

{
x = 1 + 2t

y = −2 + 4t

(3) (2) で求めたパラメータ表示から t を消去して x, y の方程式を導け.

2x− y = (2 + 4t)− (−2 + 4t) = 4

だから　 y = 2x− 4

問題 3.
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仮定より
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AB = 0 である。
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この点Hをこの三角形の垂心という。

問題 4.
#   „

AB = (−1, 1,−1),
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AC = (−1,−1,−1)

だから
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